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更

新

登

録

更

新

登

録

　

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
を
利
用

の
方
で
、
６
カ
月
利
用
（
９
月　
３０

　

図
書
館
で
は
図
書
館
協
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
対
象
・
募
集
人
数　

９
月
１

日
現
在
で　

歳
以
上
の
方
。
２
人

２０

　

※
委
員
に
は
市
の
規
定
に
よ
る

報
酬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
９
月　

日
（
火
）

１２

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
の
情

報
発
信
を
支
援
し
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
（
市
民
活
動

情
報
等
発
信
型
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

を
立
ち
上
げ
る
に
当
た
り
、
サ
イ

ト
構
築
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
情
報
の
発
信
に
興
味
を
お

中
学
校
給
食
臨
時
職
員

中
学
校
給
食
臨
時
職
員

（
栄
養
士
）

（
栄
養
士
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、　

月
に
採

１１

用
す
る
栄
養
士
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
対
象　
　

歳
く
ら
い
ま
で

５０

　

▼
雇
用
期
間　
　

月
６
日（
月
）

１１

〜　

年
３
月　

日（
金
）。
た
だ
し
、

１９

３０

　

年
３
月
末
ま
で
雇
用
延
長
予
定

２０
　

▼
勤
務
日　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
週
５
日

　

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時
。
た
だ
し
、
週
１
日
は

午
前
７
時
半
〜
午
後
５
時

　

▼
勤
務
場
所　

学
務
課
（
市
役

所
６
階
）

　

▼
賃
金　

時
給
１
０
５
０
円

　

▼
資
格
等　

栄
養
士
免
許
お
よ

書き換え時に必要な手帳または証書

必要な手帳等対 象 者

身体障害者手帳身 体 障 害 者

愛の手帳知 的 障 害 者

戦傷病者手帳戦 傷 病 者

被爆者健康手帳と厚生労働
大臣の認定証または健康管
理手当証書

原 爆 被 爆 者

児童扶養手当証書
児 童 扶 養 手 当
受 給 世 帯 員

保護開始決定通知書
生 活 保 護
受 給 世 帯 員

当該施設の長が発行する証

明書
被 救 護 者

び
車
の
運
転
免
許
を
保
有
し
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

　

申
し
込
み
は
９
月
１
日
（
金
）

〜　

日
（
木
）
に
、
履
歴
書
（
写

１４
真
添
付
）
を
直
接
学
務
課
（
市
役

所
６
階
）
に
持
参
を
。

　

採
用
選
考
は
、
履
歴
書
の
書
類

選
考
と
面
接
を

実
施
し
て
決
定

し
ま
す
。
な
お
、

履
歴
書
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
保
健
給
食
係
�

４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト・

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト・

臨
時
保
育
士
、臨
時
栄
養
士

臨
時
保
育
士
、臨
時
栄
養
士

　

市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の

パ
ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
･
育
休

･
病
休
等
の
代
替
と
し
て
の
臨
時

保
育
士
・
臨
時
栄
養
士
の
登
録
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

①
パ
ー
ト
保
育
士
＝
勤
務
時
間

は
午
前
７
時
〜
８
時
半
と
午
後
５

時
〜
６
時
半
（
し
ん
か
わ
・
ち
ゅ

う
お
う
・
は
く
さ
ん
の
各
保
育
園

は
午
後
７
時
ま
で
）。賃
金
は
１
時

間
当
た
り
１
０
１
０
円

　

②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
９
３
０
円

　

③
臨
時
栄
養
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
１
０
５
０
円

　

※
①
②
③
と
も
、
有
資
格
の
方
。

　

申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
直
接
保
育
課
（
市
役
所
１

階
）
へ
持
参
を
。

　

な
お
、
登
録
制
の
た
め
履
歴
書

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
保
育
係
�
４
７

０
・
７
７
４
５
へ
。

日
ま
で
）
の
方
は
、
利
用
登
録
期

間
の
期
限
が
切
れ
ま
す
。　

月
１

１０

日
（
日
）
以
降
も
継
続
し
て
利
用

を
希
望
す
る
場
合
は
、
９
月　

日
２６

（
火
）
ま
で
に
地
域
政
策
課
（
市
役

所
５
階
）
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
９
月
に
入
り
ま
し

た
ら
早
目
に
更
新
手
続
き
を
お
願

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の 

登
録
申
請

い
し
ま
す
。

　

来
庁
で
き
な
い
方
は
、
９
月　
１５

日
（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
９
月

ま
で
の
領
収
書
（
返
信
用
封
筒
を

同
封
）
を
、
〒
２
０
３
―
８
５
５

５
、
市
役
所
地
域
政
策
課
あ
て
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。　

　

※
登
録
期
間
を
過
ぎ
た
自
転
車

は
、
駐
車
場
の
利
用
は
で
き
ま
せ

　

市
で
は
、
次
に
該
当
す
る
手
帳

を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
手
当
・
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
に
、

「
都
営
交
通
機
関
の
無
料
乗
車
券
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

①
機
能
回
復
訓
練

①
機
能
回
復
訓
練

　

▼
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の

　

歳
以
上
で
、
一
定
の
医
療
行
為

１５を
終
え
、
症
状
が
安
定
し
て
い
る

方
。
若
干
名

　

▼
利
用
期
間　
　

月
か
ら
６
カ

１０

　

９
月　

日
（
土
）
で
期
限
の
切

３０

れ
る
乗
車
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

９
月
４
日
（
月
）
か
ら
書
き
換
え

が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、

左
表
の
手
帳
ま
た
は
証
書
と
旧
券

月
間
を
限
度
と
し
ま
す

　

▼
募
集
期
間　

９
月
４
日（
月
）

〜
８
日
（
金
）

②
入
浴
サ
ー
ビ
ス

②
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　

▼
対
象
・
定
員　

家
庭
で
入
浴

が
困
難
な
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
下
の
心
身
障
害
者
（
身
体

６４障
害
者
手
帳
１
・
２
級
）
で
一
定

の
医
療
行
為
を
終
え
、
症
状
が
安

定
し
て
い
る
方　

　

▼
利
用
で
き
る
回
数　

月
２
回

　

▼
募
集
期
間　

随
時

　

①
②
と
も
介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
さ
い
わ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
４
７
７
・
２

７
１
１
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
４
７

７
・
２
７
５
０
へ
。

午
後
５
時
ま
で
に
、
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
「
私
と

図
書
館
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
ま

と
め
、
直
接
中
央
図
書
館
２
階
事

務
室
へ
持
参
を
。

　

詳
し
く
は
同
館
業
務
係
�
４
７

５
・
４
６
４
６
へ
。

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　　

新

規

登

録

新

規

登

録

　
　

月
１
日
以
降
、
新
規
に
登
録

１０
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月　

日
２７

（
水
）午
前
８
時
半
か
ら
地
域
政
策

課
（
市
役
所
５
階
）
お
よ
び
電
子

申
請
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

※
西
口
側
の
駐
車
場
に
つ
い
て

は
利
用
者
が
大
変
多
く
、
利
用
希

持
ち
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

▼
応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
の
基

本
的
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
使
え
、

月
２
回
程
度
の
委
員
会
に
参
加
で

き
る
方
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

▼
内
容　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構

築
、コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
情
報
の
収
集
等
）

　

▼
任
期　
　

年
３
月　

日（
土
）

１９

３１

ま
で

　

▼
募
集
人
数　

５
人
程
度

　

▼
謝
礼　

交
通
費
相
当
額

　

申
し
込
み
は
９
月　

日
（
金
）

１５

ま
で
に
、「
東
久
留
米
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
情
報

の
発
信
の
あ

り
方
に
つ
い

て
」
の
考
え

を
６
０
０
〜

８
０
０
字
に

ま
と
め
、
用
紙
（
様
式
は
あ
り
ま

せ
ん
）
の
余
白
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

ココココココココココココココココココココココココココココココココ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト 
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構
築
委
員
を
募
集
���������������������������������

を
持
参
し
、
障
害
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
回
の
書
き
換
え

で
は
写
真
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

▼
ご
注
意　

こ
の
乗
車
券
は
、

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
所
持
し
て
い
る

場
合
に
は
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
同
課
管
理
係
�
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

望
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
も
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
申
請
書
等
の
配
布

登
録
申
請
書
等
の
配
布

　

同
課
ま
た
は
西
第
７
一
時
利
用

自
転
車
駐
車
場
詰
め
所
で
配
布
中
。

　

詳
し
く
は
同
課
都
市
交
通
係
�

４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

都
営
交
通
の
無
料
乗
車
券

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

利
用
者
を
募
集

東
久
留
米
市
立
図
書
館 

協
議
会
委
員
を
公
募

�

�

�
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�
�
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か
ら
老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚

生
年
金
の
金
額
を
記
載
し
た

「
年
金
見
込
額
の
お
知
ら
せ
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
時
点
で
年
金
受

５８

給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
方

は
、
年
金
見
込
み
額
を
申
し
込

め
ま
せ
ん
。
今
後
の
資
格
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
年
金
加
入

記
録
の
お
知
ら
せ
」

以
外
に
は
、
各
社
会

保
険
事
務
所
や
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー

で
の
年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

年
金
記
録
照
会
サ
ー
ビ
ス
で
も
、

年
金
加
入
記
録
が
確
認
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
へ
。

一
部
納
付
制
度
を 

利
用
す
る
方
へ

　

国
民
年
金
の
免
除
制
度
（
①

全
額
免
除
②
４
分
の
１
納
付
③

半
額
納
付
④
４
分
の
３
納
付
）

を
申
請
し
、
②
〜
④
の
「
一
部

納
付
」
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、

次
の
一
部
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

▼
一
部
保
険
料（　

年
度
）　

１８

４
分
の
１
納
付
…
３
４
７
０
円
、

半
額
納
付
…
６
９
３
０
円
、
４

分
の
３
納
付
…
１
万
４
０
０
円

　

こ
の
一
部
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、「
一
部
納
付
」
と

承
認
さ
れ
た
期
間
が
、
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

社会保険庁ホームページアドレス
   http://www.sia.go.jp

資
格
期
間
に
含
ま
れ
、
さ
ら
に
老

齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
入
り
ま

す
。

　

一
部
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

場
合
は
、
未
納
期
間
扱
い
と
な
り
、

受
給
資
格
期
間
や
将
来
の
年
金
額

に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

年
金
加
入
記
録
を 

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、　

歳
に
な

５８

ら
れ
た
方
へ
、　

歳
に
な
る
月
の

５８

２
カ
月
後
に
、「
年
金
加
入
記
録
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
年
金
加
入
記
録
の
お
知

ら
せ
」
は
、
年
金
を
請
求
す
る
前

に
過
去
の
年
金
加
入
記
録
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
設

計
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

希
望
者
に
は
将
来
の
年
金
見
込
み

額
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
年
金
見

込
み
額
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、

後
日
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

レ
ス
（
お
持
ち
の
方
）
を
書
い
て
、

直
接
生
活
文
化
課（
市
役
所
２
階
）

に
持
参
を
。

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協
働
係
�
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

９
月
４
日（
月
）か
ら
書
き
換
え
を
実
施

更
新
は
９
月

更
新
は 
９
月　

日日（
火
）

（
火
）ま
で
ま
で

２６２６

新
規
は
９
月

新
規
は 
９
月　

日日（
水
）か

（
水
）か
らら

２７２７


